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1 プロローグ 
山口大学・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）は、「①ALポイント認定制度によるアクティブ・

ラーニング推進」「②直接評価・間接評価活用による学修成果可視化」「③教職学協働による教育・

学修環境充実」を進めるとともに、大学間連携・高大連携・社会連携を通して、成果発信・共有に取

り組んできました。本学の教育理念「発見し・はぐくみ・かたちにする 知の広場」をキーコンセプト

に掲げ、個人の教育観・学修観を尊重しつつ、時代の新たな要請に対応するため、多様なメンバーが

集まる場づくりにより、大学教育の「変化」の創造に努めてきました。 
そんな取組も、いよいよ、ゴールが迫っています。YU-AP事業6年間の物語（ストーリー）を振り返

りながら、第1章・第2章・第3章、最終章という形で振り返りたいと思います。 
 
2 第 1 章「“スズメの学校”から“メダカの学校”へ」 
 YU-AP事業の出発時に最も大切にしたことは、大学教員・大学職員・学生が協働しながら事業に取

り組むことだったと思います。2015年3月に開催したキックオフシンポジウムにおいて、富山大学   

橋本 勝 教授（YU-AP事業アドバイザー）から「教育は『授ける・受ける』ものから協働で創るもの

に変化しています。というより、教育とは本質的にそういうものです。言い古された言葉ですが、   

『スズメの学校』から『メダカの学校』へ」というメッセージをいただきました。 
 
3 第 2 章「ボーダーレス・キャンパス」 
 「ボーダーレス・キャンパス」という言葉は、2017年3月に本学にて開催した全国学生祭典『学生

FDサミット2017春』で掲げたメインテーマでした。全国から約300名の学生・教職員が本学に集まり、

「教室内での学び」と「教室外での学び」について議論し、大いに白熱しました。このイベントはYU-AP
事業前半期のクライマックスでした。学生の属性だけでなく、学生の学び自体が多様化する中で、教

室内外の学修成果の価値について発信できたことは大きな成果でした。 
 
4 第 3 章「学び合い（共育）」  
 YU-AP事業後半期では、教職学協働の成果を基礎に、大学間連携・高大連携・社会連携による学び

合いを大切にしてきました。特に、アクティブ・ラーニング型授業設計やルーブリックによる学修評

価では、高校の先生方との学び合いの機会が増えました。さらには、学生の学修成果を眺めながら、

高校の先生方や企業の方々との学び合い（チューニング）にも着手しました。YU-AP事業をエンジン

に、多様なステークホルダーとの対話の機会が増え、地域の教育力の底上げに繋がりつつあることは

当初の想定以上の展開でした。 
 
5 最終章（エピローグ）「教育成果と学修成果」 
 YU-AP事業の最後を締めくくるのは、「教育成果と学修成果」です。 
山口大学における「組織的なアクティブ・ラーニング推進による教育成果とは？」「教学マネジメ

ントを通した学修成果の把握や可視化とは？」を紹介しながら、ご参加の大学関係者（教職員・学生）、

ステークホルダーとともに、意見交換をしたいと思います。  
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１ 長崎大学 AP 事業のねらい 

本学のAP事業では、現代的テーマの科目群からなるモジュール型教養教育（全学出動体制）を標的

としてアクティブ・ラーニング（AL）型授業の推進、およびDPに基づく一貫した教学マネジメントシ

ステムの構築にあたり学修成果の可視化のためのツールやシステムを開発した。（下図参照） 

 
図：長崎大学APの概略 

２ 学修成果の可視化のためのツール開発と DP にもとづく教学マネジメントシステムの構築 

学修成果の可視化ツール（授業アンケート、学修状況報告、コンピテンシーテスト）の設計におい

ては、その開発に先立って、DPにもとづく能力基準となるルーブリックを開発した。この能力基準と

それを評価するツールを軸として、大学の教育改善、教員の授業改善、学生の学修改善が循環的に進

むためのシステムが構築できた。具体的には、教員の授業改善については、AL型授業方法、DPとの関

連付け項目などの追加・システム改修を行い、「学習者の省察を促す」形式に改変した可視化ツール

らの結果との照合を可能とし、授業改善に参考になるものとした。また、学生の学修活動の改善に際

しては、学修成果を蓄積していく学修ポートフォリオの再設計を行い、自己の学修活動について省察

できるものとした。また、授業外学修時間の正確な把握のために、生活時間調査法を用いたより詳細

な調査の結果と同等の精度で把握できるようにしたこと、DPに基づくかたちで評価し学部の特色が把

握できるように独自のコンピテンシーテストを開発したことがあげられる。 

３ アクティブ・ラーニング（AL）の推進 

AL型授業の開発・進化・普及を推進するために、授業アンケート、学修状況報告の調査結果等を分

析し、ニューズレターおよびHP上での報告、授業支援ツール（ティップス）の開発さらにFD講習会を

繰り返し実施した。その結果、学部教育に関わる教員への授業実践に関する実態調査においては、回

答者の多くが、このAP事業期間中に「授業方法に変化があった」と回答しており、AL型の授業実践に

関して浸透がうかがえた。学生に対しても、「長大生のためのラーニングティップス」や「長大生の

自立的な学びの仕組み」を作成し配付することで、学び方の基礎や自身の学びを省みながら自己調整

するための仕組みを伝えた。 

４ 今後の方針 

AP事業に牽引されて再構築してきた全学的な教学マネジメントシステムが運用されるようになった

ことで、大学が一体となって教育改善に向かう際の軸が強固になったが、継続的にPDCAを回し、さら

に教育活動の質を向上させていく必要がある。 
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